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□ごあいさつ

環 境 経 営 方 針

当社は、1961年に創立以来、大阪ガス（株）様を始め、全国のガス事業者様に㈱協成製のガバナ・バルブを主とした保守

点検・管理を専門的に実施してきました。世界的な脱炭素の潮流の中で、再生可能エネルギ－を補完する意味でも、LNG
は重要となってきていますので、更なる信頼のおける「エンジニアリング会社」として皆様にお応えして参ります。
EA21を通じて、かけがえのない地球環境の保全と地域社会との共生を目指し、社員一丸となって環境活動に自主的・積
極的に、取り組んで参ります。
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　環境保全への行動指針

１ ．二酸化炭素排出量の削減に努めます。

・電気、ガス使用量の削減

・ガソリン使用量の削減

２ ．水使用量の削減に努めます。

３ ．一般廃棄物排出量の削減に努めます。

４ ．産業廃棄物の適正処理に努めます。

５ ．ＯＡ用紙購入量の削減に努めます。

６ ．業務品質の向上に努めます。

７ ．事故、トラブル「ゼロ」を維持します。
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（１） 名称及び代表者名
協成エンジニアリング株式会社
代表取締役社長　席定　茂雄

（２） 所在地
本　　　社 大阪市西区千代埼1丁目2番36号

ＴＥＬ　０６－６５８１－６３４００６－６５８１－６３４０
ＦＡＸ　０６－６５８１－６８６０

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 部長　 佐伯　正裕 TEL：０９０－６２０４－８２３０
担当者 前原　有里

（４） 事業内容
都市ガス供給設備の維持管理・運転

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 協成エンジニアリング株式会社
対象事業所： 本　　　社

対象外： なし サイト
活動： 都市ガス供給設備の維持管理・運転

□事業の紹介

642

席定　茂雄

29

組 織 の 概 要

合計

代表取締役社長

25,100

29
642

当社は、ガス導管の維持供給工事会社で、需要家の安全を守る業務を行っています。主に、整圧器、バル
ブの分解点検と導管の防食管理の業務です。保安向上を行うことで、導管を長期に亘保ち環境に貢献をし
ています。

代表者の写真

をいれるとよ

い
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更新日：
代表者

内部監査員

環境管理 責任者

環境事務局

環境経営組織及び役割・責任・権限
2022年10月1日

社長　席定　茂雄

佐伯　正裕

前原　有里

山崎　和幸

各施工班

防食班

統括責任

1.必要な経営資源を準備

2.環境経営方針の策定・見直

環境に関する実行責任者

1.環境経営計画の審議

1.環境に関する内部監査の実

施

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

1.各種帳票の作成・データの取りまとめ

2.環境経営目標・計画書案の作成

3.環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管

理

4.環境関連の外部コミュニケーションの窓口

5.環境経営レポートの作成、公開

6.環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の

実施

全従業員

各施工班の役割 【 環境経営目標・計画書に基づき、目標達成に向けた取組を実施する 】

1.環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚する 2.環境経営活動に積極的に参加し、定められたことを遵守すると共に改善策を提案する。

ルーツ班 広域班 京滋班 北部１班 北部２班 大阪班

6



単位
kg-CO2

トン
トン

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

※2021年度のデータは期初から期の途中まで

※負荷の実績は工事現場を含む

2013年

現在 省エネ、ハイブリッド車

2030年 省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

2050年 省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力
燃料で残る分は太陽光発電の売電分で相殺し、実質ゼロ

✕
✕
✕
✕
✕
✕

✕
✕

✕
✕

〇
✕

〇
✕

都市ガスによる二酸化炭
素削減

基準年度比 99% 151% 98%

自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2

28,817

0 1,383

産業廃棄物の管理

1,342

97%
21,607

28,235

基準年度比

関西電力 関西電力〇〇電力

水使用量

24,911使用量（ｋWh） 28,107

0.032

0 0.318 0.318

99%

環境経営目標及びその実績

　産業廃棄物排出量 0

　一般廃棄物排出量 0 1,190 1,792

2021年 2022年

二酸化炭素総排出量

主な環境負荷の実績

廃棄物排出量

0 88,869 94,320

項　目 2020年

29,607 28,526kg-CO2
使用量（ｍ3） 13,476

29,108

2021年 2023年 2024年2022年

99%
25,419 25,165

1,320

13,341 13,707 13,206 13,072

2,200

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 8,083 8,002 8,938
（基準値)

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

7,922 7,841

基準年度比
24,656

51,161 55,775 50,644
使用量（ℓ） 22,275 22,052 24,041 21,829
基準年度比 99% 108% 98%

51,678

87,092

一般廃棄物の削減
kg 1,190 1,178 1,792 1,154

0.033 0.032

kg 18,100 17,919 13,730 17,738

基準年度比 99% 76% 98%
1,383 1,369

溶剤使用量削減（あるい

1,355

（実績） （目標）

評
価

原単位 kg-CO2/千円

（目標）

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 88,869 87,980 94,320

66%基準年度比 95%
基準年度比

92%
99% 95% 98%

90%

行動目標（次項による）
環境に配慮した工事の推
進

水道水の削減 ㎥

97%
17,557

（目標）

2,200

97%

0.036 0.032

1,166

102% 98%

97%

111% 98% 97%

1,320

86,203

50,127
97%

50t 50t

45t 45t

25t 25t

化石燃料 電力

25t

基準年を見

直し、2021年

に再設定を

行った。
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①数値目標：○達成　×未達　　②活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2,071 2,116

達成状況

2,096 2,180

✕ 昨年と同様コロナ禍の影響等もあり、執務室の分割、空調運転と並行しての常
時換気を実施していた結果、効果的な空調管理が一時期出来ず猛暑等の天候
に左右された影響もあり、目標を達成することが出来なかった。
翌年については、コロナ禍の収束も見込まれにくい状況ではあるが、常時換気
等の施策は回避されると思われるため、適切な空調温度管理と毎月の使用量の
変動も視野に入れ、管理を強化すると同時に消費電力の少ない照明器具のLED
化と間引き照明を適時実施することで更なる省電力化に取り組んで行く。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

0 0

・不要照明の消灯 ○
・不使用時のＰＣ電源ＯＦＦ △

0 0

数値目標

◎最も空調使用量が多くなる時季
①執務室の分割を無くす
②時間帯による換気量の調整（窓の開閉放調整）

7月 12月11月10月

   数値目標

2,3512,132
2,132 2,151

2,059
3,964

2,051 1,9132,060
2,107

○
・湯沸し時間の適正化 △
・お湯の沸かしすぎ・無駄遣いをしない

・空調温度の適正化（冷房28℃　暖房 ×

9月8月

2,351 1,964 2,405
2,244
2,232

1,971 2,457 2,116 2,354

△

取組結果とその評価、次年度の取組内容

6月5月4月3月2月1月

・当直時風呂、冷暖房の適正運転

✕

2,424

原単位目標 ✕
×

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況
取組結果とその評価取り組み計画 達成状況

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

昨年と同様コロナ禍の影響等もあり、空調運転による使用量の増加傾向の要因
は電力と粗同様であるが、対策として水温や空調温度の低設定により下期につ
いては基準年を若干であるが下回った。全体としては冬季の暖房運転時や温水
の使用により結果として目標を達成することが出来なかった。

◎季節柄、空調使用時間が最も減少する時季に以下の対策を実施。
①温水設定温度の低音設定
②空調温度の低設定

0

2,000

4,000

6,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 10月11月12月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

500

1,000

1,500

2,000
都市ガス（㎥） 2021年 2022年

取組強化期間 7月～9月

取組強化期間 6月～12
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2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

達成状況

923 521 4621,456 1,262

1月 2月 3月

1,729

4月 5月

1,638 1,338 571 528

・不要な荷物を積まない △

1月 2月

達成状況

数値目標 ✕
・分別の徹底 ○
・リサイクの促進 ○
（紙・段ボール・缶・ビン・ペットボトル

✕
△

3月 4月 5月

・裏紙用紙の使用 ○

・エコドライブの徹底

○

1,4911,456 1,638 1,808 1,962
1,729 1,915 2,011 1,9161,481

8月 9月 10月 11月 12月

・タイヤ空気圧適正保持 △

数値目標

1,165 1,275 1,492

7月 8月 9月 10月 11月 12月

1,492

6月

2,241 2,144

1,100
1,205 515 1,214

1,268 1,576 749 3691,161 1,161

2,229 2,573

取組結果とその評価、次年度の取組内容
排出量の傾向的は基準年と同様であるが、排出量が年度を通じて基準年を大幅
に上回った。要因としては一般ごみ（濡れた状態のウエス・軍手）の廃棄で重量
が増加したことが上げられる。その他、年度末や年初に作成される施工報告書
や計画書等のコピー用紙増加にも注視して行く。

取組結果とその評価、次年度の取組内容
遠方での業量が増加し又、工種についても重量物を取り扱う工事量が多く発生
したことや夏場の車両エアコン使用に加え、受注工種による車両の積載量が増
加したことにより、結果として基準年を上回ってしまった。次年度に向けては車両
積載の道工具類の見直しにより、使用頻度の少ないものは荷下を実施するよう
車両管理者へ働きかける。その他始業点検時のタイヤの空気圧の適正確認や
急発進・急ブレーキ等をしないエコ運転の励行に心がける。

2,033 1,6052,073 2,393
6月 7月

2,269
1,921 1,648

取組紹介欄

2,232
1,463 2,083

0

1,000

2,000

3,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

ガソリン（L) 2021年

300

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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②裏紙用紙の使用

2021年

2022年

産業廃棄物の管理

取組紹介欄

2021年

2022年

水道水の削減

0 0

0 0 0 4,520 0
0 0

・使用中のこまめな止水（垂れ流し禁止） ○

0 4,520 0

達成状況

4月 5月

数値目標 ✕

✕数値目標

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・節水弁取り付け ○

1月

・作業ミスによる廃棄量の削減 ○
・素材別メッシュパレットの設置 ○
・リサイクル業者の開拓 △

2月 3月

43

達成状況

3月

194
40 32 36

1月 2月

92 253 98

4月 5月

89
147

6月 7月 11月8月 9月 10月

③両面コピーの促進

88

7月

②産業廃棄物管理票　建築系廃棄物マニフェストの管理

11月 12月

59 190

取組結果とその評価、次年度の取組内容

①ゴミの分別

206
188

0 4,520

年間のマニフェストの発行部数は5回（内訳は管理型混合廃棄物３部、乾電池１
部、蛍光灯１部）であった。受注工事量の減少もあり、結果として廃棄量が減少と
なった。廃棄物の適正管理としては問題はなかった。

4,520

98 211 116 181

12月
90

9月

節水対策の効果と節水に対する意識の向上により、基準年を大幅に下回る実績
となり、削減目標を達成することが出来た。

190117 53

4,520

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4,520
8月6月

04,5200 4,520 0

①産業廃棄物の適正処理管理

0 170

10月
0 0

0

100

200

300

1月 2月 3月 4月 5月 6月 8月 9月 10月11月12月

0

2,000

4,000

6,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

産業廃棄物（kg） 2021年 2022年
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取組紹介欄

2021年

2022年

環境に配慮した工事の推進

取組紹介欄

課題を解決しチャンスを活かす取組

取組紹介欄

・管理監督者による現場点検の実施 ○
・ヒヤリハット収集と月次重点項目の実施

○
・顧客クレーム削減

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・歯車活動の実施による技術の向上 ○ 2022年度品質向上プログラムに沿った実施計画により、年間を通じて受注した
工事全てにおいて無事故で完了する言う課題を成し遂げ、発注者さまからの信
頼を勝ち取ることが出来た。次年度においても同様の活動を実施し、無事故で工
事

・事故事例勉強による危険予知訓練 ○
・品質向上ＰＧよる事故防止と高品質な技術力○

○

○
0 0

99

・工事の効率化 ○
・事故、トラブルの防止

143

達成状況

85115 138

3月 4月1月 2月
106109 141

・月次開催の全体会議での節水の呼びかけの実施

取組結果とその評価、次年度の取組計画

122 101 71 96 111 109 133

2022年度品質向上プログラムの実施計画に沿った活動により、年度を通じ受注
した工事全てについて、事故・トラブル・クレーム等の発生はなかった。

9月
102 104 120 120116

11月 12月
116 107

10月6月 7月 8月

・使用中のこまめな止水の実施

115 124

5月

0

50

100

150

1月 2月 3月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水道水（㎥） 2021年
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

産廃収集運搬・処分業者の許可の確認、委託契約
産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出、自社による運搬時の表示
特定施設の事前届出、地域別騒音基準の順守
地域別振動基準の順守
油及び有害物質の流出事故時の措置と届出
第1種特定機器、簡易点検（すべて　１回/3ｹ月以上）、有資格者による定期点検

労働安全衛生法 ＳＤＳ義務のリスク評価
消防法 指定数量未満の危険物保管の扱い、指定可燃物の扱い
家電リサイクル法 特定家庭用機器をなるべく長期間使用、再商品化に必要な料金の支払い 
自動車NOｘ・PM法 対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用

□外部からの環境上の苦情・要請等

緊急事態の想定：火災の発生

■実施日： 2022（令和4）年１月6日（木）・7日（金） ■実施場所：大阪ガスネットワーク技能開発センター

■参加者： ■実施内容：

　着火・消火訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定：休日・夜間における緊急呼出し訓練
■実施日：2022（令和4）年2月5日（土）10：40 ■実施場所：事務所

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

【 LINEグループを活用 】 【 管理者による発信・着信確認 】

【 技能開発Cトレーナーに指導教育 】【 着火・消火訓練場を利用 】

呼出し発信後約20分以内で呼出し対象者全員からの返
信連絡があり出社時間は平均１時間半程度であった。

緊急事態対応の試行・訓練

・LINEグループを活用した一斉呼出しを実施

佐伯、片山、川崎、森北、小川、千代田、田中臣昭、森
田、田中智、辻野、忠岡、工藤、峰見、藤原、平山、戸
高、溝口、池田、西口、野田、秋田、山中、加藤

着火の怖さや消火器の効率的な使用による消火方法・
消火器の日常点検方法について講習を実施した

佐伯、片山、川崎、森北、小川、千代田、田中臣昭、森
田、田中智、辻野、忠岡、工藤、峰見、藤原、平山、戸
高、溝口、池田、西口、野田、秋田、山中、加藤

・休日・夜間にいける災害発生時の緊急呼出し訓練

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

振動規制法
騒音規制法

フロン排出抑制法
水質汚濁法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
委託基準一般廃棄物収集業者の許可確認、保管基準、マニフェスト交付管理

適用される法規制

廃棄物処理法

ガバナー（整圧器）やバルブ（仕切弁）等、都市ガス供給設備のメンテナンス作業時の苦情対策として、影響があると思わ
れるお客様に事前PRを実施すると共に、当日作業前（作業開始連絡）後（作業完了連絡とお礼）には声掛けを確実に実施
する。又、どのような作業を行っているかにつても、その目的等をご理解いただくよう説明に努める。

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
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環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 基準年の実績を踏まえて見直すこと
実施体制 □ 変更なし ☑ 変更あり

□編集後記

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介

【報告を受けての評価】
既存の活動記録や手順書等のデーターから標準フォーマットへのデーター移行には時間を要することになったが、職種上、一
部標準フォーマットとの差異があるものや適応しない項目については一部の変更や不採用の仕訳を行いました。
・ 基準年の見直し、そして国際情勢の影響による機関エネルギー(電力・ガス・ガソリン）等の高騰やコロナ禍での環境衛生対
策への対応により、CO2排出削減項目で基準年を上回り目標を達成するには至らなかった。
・
【次年度の活動目標】
次年度以降はＥＡ２１活動意義のボトムアップを更に図り、本業である供給設備の維持管理・運転業務を通じて GX  （ グリーン
トランスフォーメーション ）を掲げ、脱炭素とエネルギー安定供給に寄与し、当社のSDGｓ経営の成長と同時に実現したいと考
えいます。そのために指標となるエコアクション２１の活動は重要な位置付けであると考えて、全従業員で活動に取り組んで行
く方針としました。

　今年度から活動記録及び評価指標については受講した「２０２２年度 なにわエコ会議EA２１スクール」で紹介していただいた標準
フォーマットを採用することになり、それまでの自社で作成した活動記録のフォーマットと比較しながらのデーター移行や変換作業又、
数値入力作業等に時間を要し、環境レポート作成までに時間がかかってしまった。しかし、その分不明確な項目についてはガイドライ
ンの読み直しや前任者への確認を行うことにより、活動そのもの意義を理解する切っ掛けとなりました。今年度より主担当者として従
業員と共に活動を実施して行きたいと考えています。

一般廃棄物の分別管
産業廃棄物の分別管産業廃棄物の分別管

節水こまの活用 工事現場の整理整頓 ガソリン削減活動
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